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思・判・表
POINT 1

国語 「思考力、判断力、表現力等」を育む単元

士幌町立士幌町中央中学校　教諭　祢津　　豊

教材のつながりを意識したパフォーマンス課題の設定
　複数の教材を組み合わせた単元を構成し、パフォーマンス課題を設定することで、子どもが
自然と単元全体を見通して学習に取り組み、「思考力、判断力、表現力等」を育むことができる。

　国語科では１つの教材を１つの単元として授
業を行うことが多く、教材と単元の線引きが曖
昧になることが多いように感じる。「読むこと」
の授業が１つの教材で完結したり、「書くこと」
や「話すこと・聞くこと」の課題設定が、その
教材のためだけに行われたりすることがあるの
ではないだろうか。
　「思考力、判断力、表現力等」を高めるため
には、教材を個別に扱うのではなく、単元ごと
のまとまりを見通して学習することが重要であ
ると考える。また、単元のゴールとしてパフォ
ーマンス課題を設定することで、学習に対する
必要感やその教材で学んだことを別の場面で活
用する力につながっていくだろう。
　「読むこと」の「タオル」という教材にパフ
ォーマンス課題を設定する際、「話すこと・聞
くこと」の「説得力のある提案をする」という
教材を組み合わせて単元を設定した。

　１時間目に単元全体に関わるパフォーマンス
課題を確認することで、教材や領域をまたいで
いても、子どもは見通しをもって学習に取り組

むことができると考える。
　ほかにも以下のような実践を行った。

　このように、教科書に掲載されている様々な
教材を組み合わせてパフォーマンス課題を設定
することで、子ども自身が単元の見通しをもて
る授業づくりが可能になると考える。
　パフォーマンス課題は、タブレット端末を活
用してWordやExcel、PowerPointなどのアプ
リで取り組むと、データの集積が容易になり、
子どもが単元や教材で学んだ内容を振り返りや
すくなるだろう。

　このような単元構成や課題設定を行うこと
で、子どもは自然と見通しをもって学習に取り
組むことができ、「思考力・判断力・表現力等」
を育むことができると考える。

・�「紙の建築」で学習した文章構成を意識し、
「根拠をもとに意見文を書く」につなげた単元
※�「読むこと」と「書くこと」の教材の組合せ
・�「敬語」で学習した言葉遣いを、「構成を明確に

して手紙を書く」で実践することを意識した単元
※「言葉遣い」と「書くこと」の教材の組合せ

【タブレット端末に集積したパフォーマンス課題】

【端末に集積したパフォーマンス課題】
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Ⅳ　中学校２学年の検査結果と指導の改善に向けて
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士幌町立士幌町中央中学校　教諭　祢津　　豊

指導と評価を一体化するための「振り返り」
　単元ごとの振り返りや、１単位時間ごとの振り返りを使い分けることで、次の学習につなげ
たり「主体的に学習に取り組む態度」の評価に活用したりすることができる。

　「主体的に学習に取り組む態度」を見取るた
めには、子どもの振り返りを効果的に活用する
ことが重要だと考える。見通しをもって学習に
取り組んでいたか、自分自身にどのような力が
身に付いたのかなどの観点を提示し、それらを
子どもが自分の言葉でまとめる。単に「分かっ
た・分からなかった」の振り返りを行うよりも、
子ども自身が学びを客観的に認識することがで
き、教師も「主体的に学習に取り組む態度」の
評価に生かすことができるだろう。
　効果的な振り返りの活用を行うために、子ど
もが単元終了後に記入する「振り返りＡ」と、
１単位時間ごとに授業の内容を要約して記入す
る「振り返りＢ」の２つを使い分けて実践を行
った。

　「振り返りＡ」では、「どの教材を組み合わせ
て単元としたか」「どのような活動（パフォー
マンス課題）を行ったか」「どのような力が身
に付いたか」などの視点を示し、子どもが自由

記述を行う。例えば、６単位時間で行った単元
であれば、その中の特定の時間を取り上げる
のではなく、単元全体を通した振り返りを記入
する。教師が評価をする際は、単元全体を通し
た学びの視点が十分に記載されているかを見取
り、「主体的に学習に取り組む態度」の評価に
活用する。

　「振り返りＢ」では、毎時間の学習課題や教師・
友達の印象的な発言、学習内容などを子どもが
まとめていく。その積み重ねが、「振り返りＡ」
を記入する際のヒントとなったり、授業の最初
に子ども同士で行う既習事項の想起に活用した
りすることができる。
　このように、役割の異なる振り返りを場面に
応じて効果的に使い分けることで、学習者のメ
タ認知能力の醸成を促すだけではなく、授業に
おける「主体的に学習に取り組む態度」の変容
も見取ることができるだろう。これらの取組が、
指導と評価を一体化するための一助になると考
える。

【単元終了後に記入する「振り返りＡ」の例】

【１単位時間ごとに記入する「振り返りＢ」の例】

POINT 2


